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 大府市総合計画審議会全体会（令和元年度第２回）要点記録  

 

日  時  令和元年７月２５日（木）  

                        13:30～ 14:15 

場  所  大府市役所  ５階  全員協議会室  

出席委員  

会  長  名古屋市立大学  三浦  哲司  

委  員  大府市社会福祉協議会  大山  尚雄  

委  員  大府市スポーツ協会  梶谷   修  

委  員  自治区  菊池  勇人  

委  員  大府市医師団  児玉  真澄  

委  員  大府市教育委員会  竹中  万里  

委  員  大府市文化協会  舘内  三郎  

委  員  コミュニティ推進協議会  山崎  千晶  

委  員  あいち知多農業協同組合  稲葉  きみ子  

委  員  大府商工会議所  深谷  洋二  

委  員  公募  三浦  太資  

委  員  東海大府交通安全協会  三好  直人  

 

行政   

市長  岡村  秀人  

副市長  山内  健次  

教育長  宮島  年夫  

健康都市推進局長  吉兼  智人  

総務部長  久野  幸信  

市民協働部長  丸山  青朗  

福祉子ども部長  鈴置  繁雄  

健康文化部長  今村  昌彦  

都市整備部長  玉村  雅幸  

建設部長  長谷川重仁  

産業振興部長  寺島  晴彦  

水道部長  杉山  鐘辞  

教育部長  木學  貞夫  

議会事務局長  相木  直人  

消防長  上山  治人  

高齢障がい支援課長  近藤  恭史  

環境課長  猪飼  健祐  

建設管理課長  小田原幸生  

都市計画課長  深谷  一紀  

保育課長  内藤  尚美  

産業振興部長  寺島  晴彦  

秘書人事課長  白濵   久  
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事務局  

企画政策部長  新美  光良  

企画政策課長  福島  智宏  

企画政策課企画係長  川出  陽一  

企画政策課企画係主任  鈴木  康幸  

企画政策課企画係主事  青木   大  

 

【議事】  

（１）第６次大府市総合計画最終案について  

  ①第６次大府市総合計画（案）に対する意見の概要と市の考え方  

  ②その他の主な修正点  

・事務局から概説  

 

（会長）  

では第６次大府市総合計画最終案についてご意見・ご質問があればお願

いする。  

 

（委員）  

パブリックコメントは１件とあるが、この数は一般的なのか。もう少し

多いイメージを持っていたが。  

 

（事務局）  

今回は１件という結果だった。他の案件においても、０件の時もあれば

多くて５、６件程度の時もある。本日の夕方までが期限となっているため、

もし追加で意見があった場合は、市の考え方を会長に確認いただいた上で、

回答していくので、予めご了承いただきたい。  

 

（２）答申書について  

・事務局から概説  

 

（会長）  

では答申書の内容について、意見・ご質問があればお願いする。  

 

（各委員）  

 （特に意見なし）  

 

 

（３）答申書の提出  

・会長より提出  

 

（４）市長あいさつ  

・市長よりあいさつ  

 

（市長）  

こんにちは。さきほど三浦会長より総合計画案の答申を頂いた。昨年 10
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月の第１回を始めとして、本日まで９ヶ月間という長期に渡り、熱心に本市

の総合計画についてご審議を頂き、厚くお礼申し上げる。  

頂いた答申を尊重すると共に、会議の過程等で沢山の貴重なご意見を頂い

ているため、それを踏まえながら新しい総合計画を策定していきたい。  

さて、総合計画の策定につきましては、市として平成 29 年度から準備を

進めてきた。ご承知の通り、その間に平成から令和という新しい時代に入っ

た。来年は東京オリンピック・パラリンピックが開催される。  

昨日はオリンピック１年前という事で、ＮＨＫの「シブ５時」という全国

放送の中で、共和駅の金メダルゆかりの施設を放送していただき、共長小学

校のお子さんも沢山参加していただき、共和の金ちゃんが歌を歌い、それら

が放映され、大変盛り上がってきている。また、共和駅西口は聖火ランナー

が走るコースに入っており、更に盛り上がりが期待される。  

来年度は、市制 50 周年という節目の年、そして本日答申を頂いた新しい

総合計画のスタートの年であるため、2020 年に向けて、更に気合を入れてま

ちづくりに取り組んで行きたいと思っている。  

今回の総合計画の将来都市像として「いつまでも住み続けたいサスティナ

ブル健康都市おおぶ」を使わせていただいた。SDGs にもあるように、これか

らの日本において、持続可能性は全国で取り組むべき克服しなければならな

い大きな課題であると考えている。大府市は現状、順調に右肩上がりで進展

しているが、いずれは少子高齢化という大きな波を受ける可能性や、ＡＩや

ＩｏＴ等の技術革新を踏まえ、 2025 年問題、あるいは 2040 年問題のような

高齢化の問題も踏まえなくてはならない。さらに、2027 年には名古屋までリ

ニアが開通するといった革新もあり、それらを踏まえてこれから新しい総合

計画を確実に推進していきたい。  

今日までの長い間、皆さんが熱心にまちづくりに対する思いを審議会に結

集をして頂いた。重ねてお礼申し上げる。  

これからは、いかに実行に移すかが大きな課題であるため、積極的に大府

市らしいまちづくりを進めていきたい。今後とも皆様においてはそれぞれの

立場から、様々なご指導、ご助言等賜りたい。  

 

（事務局）  

以上で、第３回大府市総合計画審議会を終了する。  

 

閉会  

以上  


